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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第27期
第２四半期連結
会計期間

第26期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 1,771,0361,660,394821,758 848,7583,292,170

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 98,412 △3,747 12,910 26,312 62,913

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 84,842 △43,978 7,084 24,715 50,395

純資産額 (千円) ― ― 1,644,7721,597,2331,614,281

総資産額 (千円) ― ― 4,363,8934,072,0444,172,431

１株当たり純資産額 (円) ― ― 209.09 203.05 205.21

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純
損失金額（△）

(円) 10.79 △5.59 0.90 3.14 6.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 37.7 39.2 38.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 257,822△15,874 ― ― △5,185

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △87,619 △62,786 ― ― 391,043

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― ― ― ― ―

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 715,635 852,630 931,291

従業員数 (名) ― ― 263 262 267

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　従業員数は、就業人員数を表示しております。

３　第27期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、1株当たり四半期純損失であ

り、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、その他の期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 262

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 220

(注)　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建設関連事業 440,198 ―

合計 440,198 ―

(注) １　金額は、販売金額によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　第１四半期連結会計期間よりセグメント情報を作成しておりますので、前年同四半期比は記載しておりませ

ん。

　
(2) 受注実績

受注実績につきましては、金額的重要性が低いため記載を省略しております。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建設関連事業 698,154 ―

設備関連事業 150,603 ―

合計 848,758 ―

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　第１四半期連結会計期間よりセグメント情報を作成しておりますので、前年同四半期比は記載しておりませ

ん。

３　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、依然として雇用情勢や所得環境において厳しい

状況が続いており、また、円高の進行により、先行き不透明な状況が続いております。建設業界において

も、引き続き公共建設投資が低調に推移していることから、厳しい市場環境が続いております。

そのような状況の中、当社グループは、建設関連セグメントにおいて、主力商品である土木工事積算

システムの積算精度の向上に努めるとともに、連携商品の販売を推進してまいりました。　この結果、当

第２四半期連結会計期間の売上高は前年同期に比して3.3％増加し848百万円となりました。

これにより、営業利益は23百万円（前年同期は、8百万円）、四半期純利益は24百万円（前年同期は、7

百万円）となりました。

セグメント毎の業績は、次の通りであります。

（建設関連事業）

建設ICTソリューションの中核商品である土木工事積算システムにおいて、一層の積算精度の向上

をはかり、競争力の向上に努めてまいりました。また、連携商品の販売が増加したことから、売上高は

698百万円となり、セグメント利益は31百万円となりました。

（設備関連事業）

設備関連事業においては、市況の悪化により、電気設備業・水道設備業向けのＣＡＤソリューショ

ンの販売数量が伸び悩んだことにより、売上高は150百万円、セグメント損失は2百万円となりまし

た。

　

(２) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、流動資産において現金及び預金が28百万円、売上債権が30

百万円、固定資産において無形固定資産が46百万円それぞれ減少したことなどにより、前連結会計年度

末に比べて100百万円減少し、4,072百万円となりました。

負債につきましては、固定負債において長期前受収益が60百万円減少したことなどにより、前連結会

計年度末に比べて83百万円減少し、2,474百万円となりました。

純資産につきましては、四半期純損失43百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

て17百万円減少し、1,597百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて0.5ポイント増加し、39.2％となりました。
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(３) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第1四半期連

結会計期間末に比べて36百万円減少し、852百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動により支出した資金は34百万円（前年同四半期は98百

万円の獲得）となりました。これは主に、賞与引当金の増加額50百万円などによる資金の獲得があった

ものの、売上債権の増加額100百万円、長期前受収益の減少19百万円などによる資金の支出があったこ

とによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動により支出した資金は1百万円（前年同四半期は19百

万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と同じく、

ありません。

　

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(５) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は５百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において研究開発の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ビーイング(E05052)

四半期報告書

 7/27



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
(平成22年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,257,600 8,257,600
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 8,257,600 8,257,600 ― ―

（注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付けで同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月1日
～

平成22年９月30日
─ 8,257,600 ─ 1,586,500 ─ ─
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社トゥルース 三重県津市半田1113－２ 2,850 34.51

津田能成 三重県津市 1,455 17.62

株式会社ビーイング 三重県津市桜橋１－312 391 4.73

ビーイング従業員持株会 三重県津市桜橋１－312 344 4.17

津田由美子 三重県津市 299 3.62

小夏高之 三重県津市 152 1.84

株式会社三重銀行 三重県四日市市西新地７－８ 132 1.59

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21－27 90 1.08

西井弥生 三重県松阪市 57 0.69

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 53 0.64

計 ― 5,823 70.52

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 391,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,863,000 7,863 ―

単元未満株式 普通株式 3,600 ― ―

発行済株式総数 8,257,600 ― ―

総株主の議決権 ― 7,863 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式240株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社ビーイング 三重県津市桜橋1丁目
312番地

391,000 ― 391,000 4.73

計 ― 391,000 ― 391,000 4.73

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 138 159 155 140 132 123

最低(円) 128 111 140 123 91 90

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものです。

なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付けで大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタン

ダード）に上場となっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

氏名 新役名及び職名 旧役名及び職名 異動年月日

末広　雅洋

専務取締役
総務部長兼サポート部長

取締役
総務部長兼サポート部長

平成22年７月１日

専務取締役
専務取締役

総務部長兼サポート部長
平成22年11月１日

石田　秀樹 専務取締役 取締役 平成22年７月１日

後藤　伸悟
常務取締役
経理部長

取締役
経理部長

平成22年７月１日

井関　照彦
常務取締役
営業部長

取締役
営業部長

平成22年７月１日

津田　誠
取締役

事業企画部長
取締役 平成22年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、霞が関監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,502,630 1,531,291

受取手形及び売掛金 513,498 544,108

有価証券 621,591 626,496

商品及び製品 1,139 1,016

原材料及び貯蔵品 7,306 5,319

繰延税金資産 12,700 7,600

その他 29,179 24,427

貸倒引当金 △1,869 △2,710

流動資産合計 2,686,175 2,737,550

固定資産

有形固定資産 ※１
 247,032

※１
 246,919

無形固定資産

のれん 383,478 394,033

その他 68,782 105,138

無形固定資産合計 452,261 499,172

投資その他の資産

投資有価証券 362,767 361,144

その他 340,690 343,824

貸倒引当金 △16,883 △16,178

投資その他の資産合計 686,575 688,790

固定資産合計 1,385,869 1,434,881

資産合計 4,072,044 4,172,431

負債の部

流動負債

買掛金 51,689 47,922

未払法人税等 13,400 21,430

繰延税金負債 198 195

前受収益 768,140 760,558

賞与引当金 103,043 109,725

その他 158,044 196,142

流動負債合計 1,094,515 1,135,974

固定負債

退職給付引当金 275,384 257,354

役員退職慰労引当金 1,270 760

繰延税金負債 408 332

長期前受収益 1,103,232 1,163,728

固定負債合計 1,380,295 1,422,175

負債合計 2,474,811 2,558,149
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,586,500 1,586,500

資本剰余金 197,982 197,982

利益剰余金 △29,070 14,907

自己株式 △85,513 △85,513

株主資本合計 1,669,898 1,713,877

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △72,665 △99,595

評価・換算差額等合計 △72,665 △99,595

純資産合計 1,597,233 1,614,281

負債純資産合計 4,072,044 4,172,431
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,771,036 1,660,394

売上原価 488,209 508,052

売上総利益 1,282,827 1,152,342

販売費及び一般管理費 ※1
 1,203,661

※１
 1,165,416

営業利益又は営業損失（△） 79,165 △13,074

営業外収益

受取利息 10,933 8,747

受取配当金 136 132

保険解約返戻金 7,356 －

その他 1,315 2,114

営業外収益合計 19,742 10,994

営業外費用

雑損失 494 1,667

営業外費用合計 494 1,667

経常利益又は経常損失（△） 98,412 △3,747

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 135

償却債権取立益 24 －

特別利益合計 24 135

特別損失

固定資産除却損 381 156

固定資産売却損 247 122

有価証券評価損 － 33,624

リース解約損 3,343 －

事務所移転費用 1,554 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,099

特別損失合計 5,526 37,002

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

92,909 △40,614

法人税、住民税及び事業税 8,067 8,463

法人税等調整額 － △5,100

法人税等合計 8,067 3,363

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △43,978

四半期純利益又は四半期純損失（△） 84,842 △43,978
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 821,758 848,758

売上原価 225,450 241,330

売上総利益 596,308 607,428

販売費及び一般管理費 ※1
 587,407

※1
 584,122

営業利益 8,901 23,305

営業外収益

受取利息 3,812 2,942

その他 196 283

営業外収益合計 4,009 3,226

営業外費用

雑損失 0 219

営業外費用合計 0 219

経常利益 12,910 26,312

特別利益

貸倒引当金戻入額 － △82

特別利益合計 － △82

特別損失

固定資産除却損 － 19

有価証券評価損 － △435

事務所移転費用 1,554 －

特別損失合計 1,554 △415

税金等調整前四半期純利益 11,356 26,645

法人税、住民税及び事業税 4,271 4,229

法人税等調整額 － △2,300

法人税等合計 4,271 1,929

少数株主損益調整前四半期純利益 － 24,715

四半期純利益 7,084 24,715
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

92,909 △40,614

減価償却費 41,101 44,752

のれん償却額 10,554 10,554

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,058 △135

賞与引当金の増減額（△は減少） 49,289 △6,682

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,210 18,030

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,346 510

受取利息及び受取配当金 △11,069 △8,879

有価証券評価損益（△は益） － 33,624

固定資産除却損 381 156

保険解約損益（△は益） △7,356 －

リース解約損 3,343 －

売上債権の増減額（△は増加） 145,639 30,609

たな卸資産の増減額（△は増加） 272 △2,109

仕入債務の増減額（△は減少） △31,974 3,766

未払又は未収消費税等の増減額 27,983 △48,196

前受収益の増減額（△は減少） 6,648 7,581

長期前受収益の増減額（△は減少） △67,383 △60,496

その他 4,487 8,256

小計 261,747 △9,272

利息及び配当金の受取額 9,284 7,845

法人税等の支払額 △19,498 △14,447

法人税等の還付額 9,630 －

その他の支出 △3,343 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 257,822 △15,874

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △162,000 △150,000

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

有価証券の取得による支出 △4,220 △300

有価証券の売却による収入 － 271

有形固定資産の取得による支出 △2,023 △7,908

有形固定資産の売却による収入 124 95

無形固定資産の取得による支出 △24,711 △974

投資有価証券の取得による支出 － △52,725

投資有価証券の売却による収入 － 48,622

敷金及び保証金の差入による支出 △3,968 △1,840

敷金及び保証金の回収による収入 1,528 2,079

保険積立金の積立による支出 △104 △104

保険解約による収入 7,356 －

その他の収入 400 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,619 △62,786

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 170,202 △78,660

現金及び現金同等物の期首残高 545,432 931,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 715,635

※１
 852,630
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

準」(企業会計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平

成20年３月31日)を適用しております。

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ368千円増加し、税

金等調整前四半期純損失は3,467千円増加しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間において、区分掲記していた「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「法人税等

の還付額」は、金額の重要性が乏しいため、当第２四半期連結累計期間より「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「法人税等の支払額」に含めて表示しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「法人税等の支払額」に含まれる

当該金額は、1,856千円であります。

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

２  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額

控除項目を重要なものに限定する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は456,715千円で

す。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は534,214千円で

す。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 は次のとおりであります。

 給料及び手当 472,974千円

 賞与引当金繰入額 130,720千円

 退職給付費用 17,716千円

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 は次のとおりであります。

 給料及び手当 486,039千円

 賞与引当金繰入額 75,405千円

 退職給付費用 27,676千円

　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 は次のとおりであります。

 給料及び手当 239,973千円

 賞与引当金繰入額 52,362千円

 退職給付費用 7,035千円

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 は次のとおりであります。

 給料及び手当 239,958千円

 賞与引当金繰入額 36,991千円

 退職給付費用 11,774千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,477,635千円

預入期間が３か月超の定期預金 △762,000 〃

現金及び現金同等物 715,635千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,502,630千円

預入期間が３か月超の定期預金 △650,000 〃

現金及び現金同等物 852,630千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月　１日

 至  平成22年９月30日)

　

１  発行済株式の種類及び総数

普通株式　8,257,600株

　

２  自己株式の種類及び株式数

普通株式　391,240株

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

　

【事業の種類別セグメント情報】

　

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

当社グループはソフトウェア事業の単一セグメントのため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

当社グループはソフトウェア事業の単一セグメントのため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

存外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

存外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、当社及び連結子会社１社で構成されており、各社において取り扱う製品・サービスに

ついての包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社は各会社を基礎とした事業

別のセグメントから構成されております。

当社は、主に建設ICTソリューション並びにTOC関連ソリューションを販売しており「建設関連事業」

を、子会社である株式会社プラスバイプラスは、主に電機設備業及び水道設備業向けCADソリューション

を販売しており、「設備関連事業」を営んでおります。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

建設関連事業 設備関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,327,119333,9281,661,047 ― 1,661,047

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

△653 ― △653 ― △653

計 1,326,466333,9281,660,394 ― 1,660,394

セグメント利益又は損失（△） △15,558 13,038 △2,520△10,554 △13,074

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、のれん償却額であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

建設関連事業 設備関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 698,807 150,603 849,411 ― 849,411

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

△653 ― △653 ― △653

計 698,154 150,603 848,758 ― 848,758

セグメント利益又は損失（△） 31,555 △2,972 28,583△5,277 23,305

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、のれん償却額であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 203.05円
　

　 　

　 205.21円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 10.79円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　 　

１株当たり四半期純損失金額(△) △5.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。
 

(注) １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

84,842 △43,978

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

84,842 △43,978

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,866 7,866

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 0.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　 　

１株当たり四半期純利益金額 3.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 7,084 24,715

普通株式に係る四半期純利益(千円) 7,084 24,715

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,866 7,866

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月12日

株式会社ビーイング

取締役会  御中

　

霞が関監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　藤本　勝美　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　笹川　敏幸　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ビーイングの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーイング及び連結子会社の平成21

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月11日

株式会社ビーイング

取締役会  御中

　

霞が関監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    森内　茂之　　  ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    笹川　敏幸　　  ㊞

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ビーイングの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーイング及び連結子会社の平成22

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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